
素因数分解素因数分解

 素数，素因数分解

次の問いに答えなさい。
⑴ は素

そ

数
すう

ですか。 ⑵ を素
そ

因
いん

数
すう

分解しなさい。

とその数のほかに約
数のない自然数を素数
という。自然数をいく
つかの素数の積の形で
表すとき，その つ 

つの数を，もとの自然
数の素因数という。自
然数を素因数だけの積
の形に表すことを，自
然数を素因数分解する
という。

⑴ と 以外の自然数でわり切れるか調べる。
⑵ 小さいほうの素数から順にわり，素因数の積をつくる。

⑴ と のほかには約数がない。 ①







⑵ 右の計算のように，を小さいほうの素数 

から，商が素数になるまで順に素数でわってい
き，わる数と最後の商の積をつくる。このとき，
同じ数の積は，累乗の形で表す。


②


③

1 素数 から までの整数のうち，素数をすべて答えなさい。

素数 の約数は と
だけだから，素数
は約数が 個の自然
数ともいえる。

2 素因数分解① 下の にあてはまる数，ことばを入れなさい。



㋐ 3

㋑ 3
㋒



㋓ 

㋔ 
㋕





㋖

㋗ 
㋘

素因数分解は，どんな順序で行っても ㋙ 結果になる。

3 素因数分解② 次の数を素因数分解しなさい。
⑴  ⑵  ⑶ 

⑷  ⑸  ⑹ 
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データの活用 累積度数

 累積度数

身長  度数 人 相対度数 累
るい

積
せき

度
ど

数
すう

人 累
るい

積
せき

相
そう

対
たい

度
ど

数
すう

以上 未満
～

～

～

～

～

























㋐


㋑







㋒
㋓

合計  

右の表は，𠀲𠀵人の生
徒の身長を調べた記
録を，整理したもの
です。
⑴ 右の表の㋐～㋓
にあてはまる数を
求めなさい。

⑵ 身長が  

未満の生徒は何人いますか。また，その割
わり

合
あい

は，全体の何ですか。

⑵ ある階級までの全体に対する割合を求めるときは，累積相対度数を利用するとよい。

累積度数…最初の階級
から，その階級までの
度数の合計
累積相対度数…最初の
階級から，その階級ま
での相対度数の合計

⑴ ㋐ 最初の階級から  以上  未満の階級

までの度数の合計だから，
2＋7

 
①


②

㋑ 度数の合計と同じだから，③ 24＋1＝25 と

求めてもよい。

㋒ 最初の階級から  以上  未満の階級までの相

対度数の合計だから，
.8＋.28＋.4


④

㋓ ④


⑤

⑵ 身長が  以上  未満の階級の累積度数が， 未満の生徒の人数にあた

るので，⑥ 人。この階級の累積相対度数は ⑦ より，⑧
です。

体重  度数 人 相対度数 累積度数 人 累積相対度数
以上 未満
～

～

～

～



















㋐
㋑
㋒





㋓
㋔

合計  

1 累積度数 右の表は，
𠀴𠀰人の生徒の体重を
調べた記録を，整理し
たものです。
⑴ 表の㋐～㋔にあて
はまる数を求めなさ
い。

⑵ 体重が  未満の生徒は何人いますか。また，その割合は，全体の何ですか。

2 中学 1年 追加資料2021年度
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 ことがらの起こりやすさ

下の表は， 𠀱つのびんのふたをくり返し 𠀱𠀰𠀰𠀰回投げたときの結果を表したものです。

投げた
回数

表向きに
なった回数

表向きに
なる割合

それ以外に
なった回数

それ以外に
なる割合

























㋐




















㋑


⑴ ㋐，㋑にあてはまる数を，四捨五入して小数第 位まで求めなさい。
⑵ 表向きになる確率は，どの程度であると考えられますか。
⑶ 表向きになる場合と，それ以外になる場合では，どちらが起こりやすいといえますか。

⽛表向きになる割合⽜とは，⽛表向きになる相対度数⽜のことである。

相対度数 その階級の度数
度数の合計

表向きになる相対度数𠀽 表向きになった回数
投げた回数

で求める。

確率

結果が偶然に左右される実験や
観察を行うとき，あることがら
が起こると期待される程度を数
で表したものを，そのことがら
の起こる確

かく

率
りつ

という。

投げる回数が多くなるにつれて，表向きになる割合がどん
な値に近づいていくかに注目する。

⑴ ㋐ 回投げたとき，
表向きになった回数は 回だから，

 …

①

㋑ 回投げたとき，

それ以外になった回数は ② 回だから，
②

 …
③

正確な確率の値を
求めるには，回数
を多くしないとい
けないんだね。

⑵ 投げた回数が多くなると，表向きになる割合は，に近づいていく。

このことから，表向きになる確率は
④ であると

考えることができる。
⑶ ⑵と同じように考えると，それ以外になる確率は と考えら

れるから，⑤ になる場合のほうが起こりやすいと考え

ることができる。
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ことがらの起こりやすさ



1 ことがらの起こりやすさ 投げた
回数

針が下を
向いた回数

針が下を
向く相対度数

  

  

  ㋐
  ㋑

  ㋒

右の表は，画びょうを
くり返し 𠀱𠀰𠀰𠀰回投げたときの結果を表したもの
です。
⑴ ㋐，㋑，㋒にあてはまる数を，四捨五入して
小数第 位まで求めなさい。

⑵ ⑴の結果を使って，右のグラフを完成させなさい。

⑶ 針が下を向く確率は，どの程度であると考えられ
ますか。

2 確率の考え① あるびんのふたを 回投げて表向きになった回数を調べると 回で
した。このびんのふたを投げたとき，表向きになる確率はどの程度であると考えられますか。

3 確率の考え② つばささんが，ねんどでさいころをつくったところ，形が少しゆがんだも
のになりました。このさいころを 回投げたところ， の目は 回出ました。このさ
いころの の目が出る確率はどの程度であると考えられますか。

4 確率の考え③ 投げた
回数

の目が
出た回数

の目が出る
相対度数































右の表は， つのさいころを投
げて， の目が出た回数を調べたものです。この
表から，さいころを投げたとき， の目が出る確
率はどの程度であると考えられますか。
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